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3-3-2 データベース設計
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設計のアプローチ

● トップダウンアプローチ

– 全体から部分に落としこむアプローチ．新しい要件や機能追加の場合に使用する

1. エンティティを洗い出し，関係を考えながら E-R 図を作成する

2. エンティティの属性を洗い出し，主キーを決定する

3. 正規化を行い，多対多の関係を排除する

● ボトムダウンアプローチ

– 部分から全体にまとめていくアプローチ．元のシステムが存在する場合に使用する

1. 帳票や仕様から属性の洗い出しを行う

2. 主キーを見つけ，テーブルの正規化を行う

3. テーブル構造から E-R 図を作成する
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正規化

● 正規化とは，正しい規則に従ってテーブルを分割するこ
と

● 正規化の目的は更新時以上の排除

● テーブルを分けてデータの重複を排除し， 1 つのデータ

を 1 箇所に保管することでデータの整合性を保つ
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問題
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答え
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主キー・候補キー

● 候補キー：全ての属性を一意に特定する属性または属性の組で
最小のもの

– （例）　社員（社員番号，氏名，メールアドレス）

– ｛氏名｝は同姓同名というケースがあるため不適

– 一意に決まりそうな｛社員番号｝と｛メールアドレス｝が候補キーとなる

● 主キー：テーブルの行を一意に特定するために候補キーの中か
ら適当なものを選んでデータベースを実装する際に設定する

– （例）　候補キーとして｛社員番号 } と｛メールアドレス｝があるが，｛メール
アドレス｝が空値になる可能性があるため｛社員番号｝のほうが適してい
る．
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問題
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答え
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関数従属性

● 関数従属性：ある属性 A の値が決まったら別の属性 B
の値も一意に決定できるということ．

● A B→ と表記する

● （例）商品番号→商品名という関数従属性があるとき，
商品番号“１００１”が決まれば商品名“冷やし中華”も決
まる
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問題
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答え
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正規化の手順
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非正規形

● 1 つのレコードのあるフィールドに複数の値が入れられ
たテーブル

商品番号 商品 産地

100 りんご 青森県
長野県

101 みかん 和歌山県
愛媛県
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第 1 正規形

● 1 つのレコードの全てのフィールドに 1 つだけ値が入っ
ているテーブル

商品番号 商品 産地
100 りんご 青森県

100 りんご 長野県

101 みかん 和歌山県

101 みかん 愛媛県
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第 2 正規形

● テーブルが第 1 正規形であり，全ての非キー属性が各候補
キーに完全関数従属している状態

● 完全関数従属性： X Y→ で X の任意の部分集合 X1 につい

て X1 Y→ は成立しないときの従属性

● テーブルが完全関数従属の状態になるように情報無損失
分解（自然結合で元のテーブルに戻るようなテーブルの分
解）を行う
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情報無損失分解

引用：風間先生の「データベースアーキテクチャ」の第 8回目の講義資料の 3ページ
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第 3 正規形

● テーブルが第 2 正規形であり，テーブルの全ての非キ
ー属性がいかなる候補キーにも推移的に関数従属しな
い状態

● 推移的な関数従属性： A B→ ， B C→ の場合 A B C→ →
という関数従属性が存在

● 非キー属性間の関数従属性を引き離すように情報無損
失分解を行う
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情報無損失分解

引用：風間先生の「データベースアーキテクチャ」の第 8回目の講義資料の 5ページ
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E-R 図（ Entity-Relationship Diagram ）

● 実体と関連を表す図．関連では対応関係を記述する

– 1 対 1 ， 1 対多，多対 1 ，多対多の関係がある

– エンティティ間の共通の属性を見てエンティティ間にどのよう
な対応関係があるかを考える
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E-R 図の UML 表記

● E-R 図を UML を用いて表記することがある
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問題
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答え
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制約

● テーブル間の関係を維持するために制約を設定する必要が
ある

● 参照制約： 2 つのテーブルの関係の参照整合性を維持する
ために外部キーを設定する

● 一意性制約：データに空値を許さない制約

● 検査制約：データの範囲をなどの形式を制限する制約
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問題
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答え
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パフォーマンス設計

● データベース設計を変更する
– テーブル構造や関係を変えることによってパフォーマンスを向上さ
せる．代表的な方法として非正規化がある

● SQL のパフォーマンスのチューニングを行う

– SQL を効率的なものに変更する

● DBMS の機能を使う

– インデックスを設定したり，データベースを再編成してアクセス効率
を上げたりする
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